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	ソーシャルワーカーのための
	アルコール依存症回復支援基礎講座
	オンライン演習
	10：00 16：00

	8・23
	（日）
	事前  視聴課題
	（動画講義）

	オンライン演習
	8/23（日）10:00-16:00

	ソーシャルワーカーのための

	アルコール依存症回復支援基礎講座
	　申し込み　
	一般社団法人日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会のホームページ（http://www.j-asw.jp/）から申込専用ページに移動してお手続きください。　 本講座の詳細は、申込専用ページにてご確認ください。

	2026年6月1日（月）9：00 ― 定員に達するまで
	2026年7月23日（木）0：00 ― 2026年8月22日（土）23：59
	7000円 　　　　　　                                          60名
	本講座の修了条件は　　　　　　　　　　+　　　　　　　　　　 です。 事前動画の配信と8/23演習は、日本福祉大学の協力によりすべてオンラインで実施します。
	定 員

	「事前動画視聴」　「8/23演習参加」
	申し込み期間
	　参加費用　
	●一般社団法人 日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会 ●特定非営利活動法人 日本ソーシャルワーカー協会 ●公益社団法人日本社会福祉士会 ●公益社団法人 日本日本精神保健福祉士協会 ●公益社団法人 日本医療ソーシャルワーカー協会 ●特定非営利法人 日本スクールソーシャルワーク協会 ●日本学校ソーシャルワーク学会
	申込にあたり、上記いずれかに所属している方を優先します。　　

	事前動画視聴
	　　― アルコール依存症回復支援基礎講座は ポイント・単位の認定が可能です ―

	/　（日）

	告知
	111
	①「動機づけ面接を学ぶ」 　講師：齋藤健輔（social workers office そわか） ②「家族を理解する眼 -家族システム論とアセスメントの活用-」 　講師：山本由紀 （国際医療福祉大学/遠藤嗜癖問題相談室主宰） ③事例検討（演習） 　「家族の機能を支援する-アセスメントと支援の切り口を考える-」



